
Ｅ１Ａ新東名高速道路（海老名南JCT～御殿場JCT間）連絡調整会議
（第１回）
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①海老名南JCT～厚木南IC間

（２）Ｅ１Ａ新東名高速道路の進捗状況と課題について

＜位置図＞

海老名南JCTの整備状況
（2017年7月撮影）

厚木南ICの整備状況
（2017年7月撮影）

厚木南ICの整備状況
（2017年7月撮影）

試験舗装の状況
（2017年6月撮影）

③ ④
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■今年度内の開通に向け舗装・設備工事に着手

※事業中区間の名称には仮称のものを含みます

新東名高速道路

東名高速道路 厚木IC

至 東京

厚木南IC

海老名南
ＪＣＴ

海老名ＪＣＴ

至 名古屋

①
②

③

④

① ②
至名古屋

厚木南ＩＣ

海老名南ＪＣＴ

至名古屋
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②厚木南IC～伊勢原北IC間

■幹線道路や鉄道を横断して架設する橋梁が複数あることから、道路交通への
影響や安全に十分配慮して進める必要がある

伊勢原JCT

厚木南IC

厚木IC
東名高速道路

新東名高速道路

至東京

至名古屋

至海老名南JCT

新東名と小田原厚木道路との交差箇所の整備状況
（2017年7月撮影）

①

②

①

※事業中区間の名称には仮称のものを含みます

新東名と小田急電鉄との交差箇所の整備状況
（2017年7月撮影）

②

至東京

至名古屋

＜位置図＞

小田原厚木道路

至名古屋

至東京

架設予定箇所

架設予定箇所
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■埋蔵文化財の調査において、旧石器時代の遺跡が確認されるなど、深さ方向
に調査範囲が拡大

＜①向畑高架橋付近の整備状況＞

＜②秋山高架橋付近の整備状況＞

伊勢原北IC
伊勢原JCT

至 名古屋

至 東京

①

①

②

向畑高架橋付近の整備状況
（2017年7月撮影）

秋山高架橋付近の整備状況
（2017年7月撮影）

※事業中区間の名称には仮称のものを含みます

至東京

至名古屋

至 東京至名古屋

＜深さ方向の調査範囲拡大のイメージ図＞

【当初計画】 【変更計画】

埋蔵文化財調査範囲

深さ2ｍ程度
を想定

深さ方向に
拡大

②

＜埋蔵文化財調査範囲＞

厚木南IC

≪凡例≫

※2017年7月末時点

赤
発掘調査範囲
（試掘を含む）

至 東京

至名古屋

調査完了後
橋梁施工予定

調査完了後
付替道路施工予定

調査完了後
ＢＯＸ施工予定
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③伊勢原北IC～御殿場JCT間

■用地取得の難航、工事用進入路の確保難航に伴う工事着手の遅延など、
厳しい条件の中で膨大な量の埋蔵文化財調査や工事を進めている

至東京

至 名古屋

秦野SA（仮称）の整備状況
（2017年7月撮影）

松田町域中津川工事用進入路の整備状況
（2017年7月撮影）

御殿場JCTの整備状況
（2017年7月撮影）

①

②

④

②

④

※事業中区間の名称には仮称のものを含みます

①

山北町域向原工事用進入路の整備状況
（2017年7月撮影）

東名

③

至名古屋至東京

③

東名等を通行止めして架設

埋蔵文化財調査中

秦野ＳＡ
（下り線）

至名古屋

秦野ＳＡ
（上り線）

新東名

至東京至 新東名

至名古屋

至東京

東名

新東名
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神奈川県

埋蔵文化財調査の状況

■厚木南IC ～伊勢原北IC間の調査面積は、さがみ縦貫道路と比べ、約４倍の
面積※であり、非常に大きい※茅ヶ崎JCT～東京・神奈川県境間の1kmあたりの発掘調査面積比較

■当該地域では、旧石器時代の遺跡や埋没谷地形が確認されるなど、垂直
（深さ）方向に調査範囲が拡大

垂直（深さ）方向に調査範囲拡大当初想定

（埋没谷地形）

2ｍ程度

を想定

近世・中世層

古代層

縄文後半層

縄文前半層

近世・中世層

古代層

縄文後半層

縄文前半層

旧石器の遺物

旧石器
の遺物

表土

近世・中世層

（江戸・室町・鎌倉）

古代層

（平安・奈良）

縄文後半層

（縄文①）

縄文前半層

（縄文②）

縄文層

旧石器
の遺物

6ｍ程度

に拡大

10ｍ程度

に拡大

（旧石器時代の遺跡）

中世の遺構

古代の遺構

縄文の遺構

【凡 例】

発掘調査状況（旧石器時代） （向畑高架橋Ａ１） 埋没谷地形の状況（西富岡地区）

（調査状況写真）

神奈川県の対応

■発掘作業を優先して行うため、整理作業を先送りし、現場の班数を確保

■かながわ考古学財団の体制強化

・県外の財団からの出向受入れ、民間調査組織の活用、調査班編成の

効率化などの対応により、できる限り調査期間を短縮

■現在までに本線に係る主要な埋蔵文化財調査を完了し、引き続き残る

調査箇所についても、中日本高速道路㈱と工程調整を図りながら、早期

完了に向け鋭意調査を推進


